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T 字型人材の育成
　どのような経済活動も、多くの人々の協働と多様な知識の結

集によって成り立っています。製品を作って売るという単純な行

為でさえ、何を作るのか、どうやって作るのか、作るのに必要な

労働力、資材、資金の調達はどうするのかなど、それぞれに専門

的な知識や技術、それらを担う人々の協力が不可欠です。そし

て、このために必要な知識は、人文科学や自然科学の領域にま

で広がっており、そのすべてを一人で勉強してマスターすること

は現実的ではありません。そこで、経済学部の卒業生には自分

自身の専門分野を磨くとともに、幅広い分野の人との協働を可

能にする学識が求められます。ここでいう学識とは、コミュニ

ケーションの基礎となるような幅広い教養や知識、および論理

的思考力のことです。このような学識と専門的知識を兼ね備え

た人のことをT字型人材と呼ぶことがあります。Tの横棒が異分

野の人との連携を可能にする学識、縦棒の部分が深く掘り下げ

た自分の専門的知識の部分です。

　名古屋大学経済学部は、前身である旧制名古屋高等商業学

校（1920年創立）以来100年に迫る伝統の中で、まさにT字型人

材を育成してきたといえます。専門（Tの縦棒）を徹底的に鍛える

3、4年次のゼミと卒論研究は、一人の教員が指導する学生を原

則8名までとする徹底した少人数教育を厳格に実践しています。

また、幅広い学識（Tの横棒）を獲得するために、1、2年次に行わ

れる全学教育（一般教養）だけでなく、専門科目群の中に理論

的アプローチ、歴史的アプローチ、事例研究、実地調査など多種

多様な科目を用意しています。かつての旧制名古屋高等商業学

校が、「単なる商業経済の専門学校でなく総合大学としての偉

容を有する」と賞賛された、そのDNAを今に引き継ぎ、有為なT

字型人材を自然に育むカリキュラムを展開しています。 

分野

理
論
・
政
策

分野の特徴 1年 2年春学期 2年秋学期～4年

「経済学」と聞いて最初に思い浮かべる主流派の経
済学（近代経済学）を学びます。数理的な理論分析
と統計的な実証分析を通じて、財政、労働、金融、農
業、教育、医療などの社会問題を考える方法を学び
ます。「経済学を学んだ」と言うためには、欠かすこ
とのできない分野です。

経済学は大がかりな実験ができません。そこで、各
国の多様な制度や歴史を手掛かりにして、政治・文
化・社会など、多様な側面を考慮しながら、資本主
義経済の仕組みを理解しようとする分野です。主流
派の経済学を絶対視せず、批判的な目を持って理
解するためにも欠かせない分野です。

経済理論は、人や企業が合理的に行動すること、
情報が完全に行き渡っていること、市場への参入・
退出が自由であることを仮定しています。これを、
立場を変えて、どうすれば合理的に行動できるか、
どうやって情報を収集・処理するべきか、いつ、どう
やって市場に参入・退出するべきかを考えます。3
分野の中ではもっとも実践性を重視する分野です。
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計

Policy and curriculum1  > approach 2018

統計解析
経済数学A
経済数学B
マクロ経済学Ⅰ
ミクロ経済学Ⅰ
計量経済Ⅰ

マクロ経済学ⅠⅠ
ミクロ経済学ⅠⅠ 
計量経済ⅠⅠ

国際経済
公共経済
経済政策
財政
金融
経済発展
労働経済
産業組織
農業経済

経済学史
現代資本主義
日本経済史
西洋経済史
社会思想史

政治経済学ⅠⅠ
一般経済史ⅠⅠ

政治経済学Ⅰ
一般経済史Ⅰ

会計Ⅰ
会計ⅠⅠ
経営Ⅰ
財務諸表Ⅰ

経営ⅠⅠ
財務諸表ⅠⅠ

財務会計
管理会計
経営組織
ファイナンス
生産管理
情報処理
国際会計
経営分析
経営労務
マーケティング
経営戦略
監査
経営情報

幅広い教養・知識
論理的思考力

経済学科 経営学科

専
門
的
知
識

個人や企業の自由で合理的な
意思決定に基づく社会全体の
調和と発展について考えます。

集団に調和と秩序を持たせる
方法、合理的な意思決定の方
法について考えます。

経済と経営を複眼的に学ぶカリキュラム
　名古屋大学経済学部のカリキュラムの特徴は、経済理論・経

済政策、制度経済学・経済史、経営学・会計学という幅広い分野

を網羅していることです。経済学部は経済学科と経営学科とに

別れていますが、どちらに所属しても、これらの分野を一通り勉

強することになります。これによって、社会や市場全体を見渡す

「経済学的視点」と、個別企業の立場から考える「経営学的視

点」を同時に持つ複眼的な人材を育成します。また、歴史を通じ

て多様な経済体制について学ぶことで、現代社会を様々な切り

口で分析できる人材を育成します。
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3

　経済学部のカリキュラムにおいて、ゼミナールは重要な役割を

果たしています。ゼミは必修で、教員と原則8名までの学生によっ

て構成されます。ここで専門分野の研究を集中的に行います。

　まず2年次秋学期に、各教員によるゼミのテーマの発表、先輩

達によるゼミ紹介などを参考にしてゼミを選択し、書類審査や

面接を経て、所属ゼミが決定されます。そして、3年次からゼミが

始まります。各ゼミの活動内容は多種多様ですが、一般的には、

数冊のテキストを読み、報告・討論する形で運営されます。工場

見学や企業調査を行ったりするゼミもあります。また、夏休みに

は、レポートが課されたり、ゼミ合宿を行ったりすることもありま

す。インターゼミナール（他大学との研究発表会）に参加するゼ

ミもあります。4年次には、卒業論文の作成が重要な課題となり

ます。研究テーマを絞り込み、より専門的な文献を読んだり、詳

細なデータ分析をしたりします。そして1月中旬に、4年間の勉学

の集大成として、卒業論文を提出します。

　この他にも、ゼミ旅行、コンパ等、ゼミ単位の行事がたくさん

あります。このように、ゼミは単に専門知識を学ぶだけの場では

なく、教員や学生同士の人格的交流の場でもあります。ゼミ活

動にどのように関わるかで、経済学部の生活は大きく変わると

いっていいでしょう。

Seminar and Special Curriculum2 - 3  >

2

4

approach 2018

　経済学部の4年の課程を修了すると、みなさんには、「学士」と

いう学位が授与されます。その後、大学院で2年の課程（前期課

程）を修了すると「修士」、さらにその後3年の課程（後期課程）を

修了すると「博士」の学位が授与されます。修士は「マスター」、

博士は「ドクター」ともよばれます。修士号を取得するということ

は、先端的な研究についてもよく理解して、学術的な調査や分

析の方法を修得しているということです。

　日本の、特に文系の学部では、修士・博士という学位を取得

することは、あまり重要視されていないようです。しかし、日本で

も、理系の学部では修士の学位を持つことは普通になっていま

す。また、海外では、どこの大学を卒業したかに加えて、学士・修

士・博士という学位の違いが意識されることも多いようです。将

来、グローバルな企業で働こうと思っている人は、修士号を取得

しておいても損をすることはないでしょう。

　名古屋大学の経済学部には、学部４年＋修士２年の計６年の

課程を５年（学部４年＋修士１年）で短縮修了できるプログラム

があります。３年次に一定の成績基準を満たしている学生はこ

のプログラムに挑戦することができます。

3

　小沢ゼミでは、「ビジネスの力で社会問題を解決する」をテーマに、経営
学・会計学を幅広く学習します。3年次春学期には、レゴの車を組み立てる
模擬生産ラインをつくって、分業生産の問題点やその解決法について一緒
に考えます。秋学期には、企業や社会の問題を解決するための戦略を、戦
略論、生産管理論、会計学、統計学など、授業で学んだ知識を総動員して考
えます。その成果は、他大学と合同の研究発表会（インゼミ）で発表します。

　ゼミの活動で大変なのは、合格するまで、
何度も書き直すレポートです。工場見学に
行った後や合同ゼミ発表会をした後にはA4
用紙一枚のレポートが課されます。量は少な
いのですが、先生に文章を厳しく添削され、
10回以上書き直したこともあります。また、合
同ゼミ発表会のテーマに犬山城を使ったビジ
ネスプランを考えていたこともあり、ゼミの仲
間と何度も犬山城に遊びに行ったことは楽し
い思い出です。

　私は、大学の講義で初めて会計学の勉強をし

て興味を持ち、3年次のゼミでは再度、基礎から

勉強し直しました。私は、将来は、公認会計士にな

りたいと思っています。そこで、単なる知識の修得

だけではなく、会計学の本質的な考え方につい

ても理解を深め、知識を応用できるようになりた

いと思ったことから、5年一貫教育プログラムへの

応募を考えました。応募にあたっては，高度な内

容の大学院の授業についていけるかという、一

小沢ゼミナール

　土井ゼミでは、自分で考え、議論し、相手を納得させるための訓練を行
います。特に、グローバルに活躍する人材を目指し、英語でのグループディ
スカッションや大学の国際プログラムへの参加を推進しています。例えば、
シンガポール国立大学との連携プログラムでは、受け入れ時のイベント企
画をゼミ生が担当しています。また、海外派遣プログラムにもほぼ全ての
学生が参加し、約半数が海外の協定校へ交換留学を目指しています。

土井ゼミナール

4年  木村友紀さん

　私たち土井ゼミには、国際色豊かで様々な
価値観を持つ仲間が集まっています。そのた
め、普段の何気ない会話やゼミ活動を通じ
て、視野が広がる楽しさと意見の違いを乗り
越えて企画を推進する難しさを感じ、刺激を
受けています。また、研究では興味のあるテー
マを自由に設定することができます。異なる
考えを持つ相手にわかりやすく、納得させら
れるだけの知識、論理性、伝え方を身につけ
なければと日々奮闘しています。 

4年  小川直美さん

経済学研究科
産業経営システム専攻  

M1  加藤 希歩さん

わ た し が 大 学 院 で 学 ぶ 理 由

学士号

経済学部

■ 学部・修士5年一貫教育プログラムの仕組み

抹の不安もありましたが、チャンスを活かして頑張

りたい！という気持ちが勝り、応募を決めました。

　大学院では、全て英語で行われる授業もあり、

戸惑いましたが何とかなりました。また、学部の講

義よりも自分の意見が求められます。「ただ聞く」

というよりは「参加する」という面が強く、面白く感

じました。また、社会人や留学生と交流する機会

も多くあり、視野が広がったと思います。興味のあ

る人は、チャレンジしてみてはどうでしょうか。

修士課程を修了するために
は、演習を含め30単位以上の
修得が必要です。

3年次秋学期までに、全学教育
科目48単位、専門系科目80単
位を取得した場合、４年次に、
10単位を上限に、大学院科目
の先行履修が認められます。

3年

2年

1年

修士号

大学院

前期課程
1年

大学院科目
先行履修

10単位（5科目）まで
4年

徹底した少人数制による専門研究と人格的交流の場

ゼミナールで学ぶ
＋1年で取得するプロフェッショナルへのパスポート

学部・修士5年一貫教育プログラムで学ぶ
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始まります。各ゼミの活動内容は多種多様ですが、一般的には、

数冊のテキストを読み、報告・討論する形で運営されます。工場

見学や企業調査を行ったりするゼミもあります。また、夏休みに

は、レポートが課されたり、ゼミ合宿を行ったりすることもありま

す。インターゼミナール（他大学との研究発表会）に参加するゼ

ミもあります。4年次には、卒業論文の作成が重要な課題となり

ます。研究テーマを絞り込み、より専門的な文献を読んだり、詳

細なデータ分析をしたりします。そして1月中旬に、4年間の勉学

の集大成として、卒業論文を提出します。

　この他にも、ゼミ旅行、コンパ等、ゼミ単位の行事がたくさん

あります。このように、ゼミは単に専門知識を学ぶだけの場では

なく、教員や学生同士の人格的交流の場でもあります。ゼミ活

動にどのように関わるかで、経済学部の生活は大きく変わると

いっていいでしょう。
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　経済学部の4年の課程を修了すると、みなさんには、「学士」と

いう学位が授与されます。その後、大学院で2年の課程（前期課

程）を修了すると「修士」、さらにその後3年の課程（後期課程）を

修了すると「博士」の学位が授与されます。修士は「マスター」、

博士は「ドクター」ともよばれます。修士号を取得するということ

は、先端的な研究についてもよく理解して、学術的な調査や分

析の方法を修得しているということです。

　日本の、特に文系の学部では、修士・博士という学位を取得

することは、あまり重要視されていないようです。しかし、日本で

も、理系の学部では修士の学位を持つことは普通になっていま

す。また、海外では、どこの大学を卒業したかに加えて、学士・修

士・博士という学位の違いが意識されることも多いようです。将

来、グローバルな企業で働こうと思っている人は、修士号を取得

しておいても損をすることはないでしょう。

　名古屋大学の経済学部には、学部４年＋修士２年の計６年の

課程を５年（学部４年＋修士１年）で短縮修了できるプログラム

があります。３年次に一定の成績基準を満たしている学生はこ

のプログラムに挑戦することができます。

3

　小沢ゼミでは、「ビジネスの力で社会問題を解決する」をテーマに、経営
学・会計学を幅広く学習します。3年次春学期には、レゴの車を組み立てる
模擬生産ラインをつくって、分業生産の問題点やその解決法について一緒
に考えます。秋学期には、企業や社会の問題を解決するための戦略を、戦
略論、生産管理論、会計学、統計学など、授業で学んだ知識を総動員して考
えます。その成果は、他大学と合同の研究発表会（インゼミ）で発表します。

　ゼミの活動で大変なのは、合格するまで、
何度も書き直すレポートです。工場見学に
行った後や合同ゼミ発表会をした後にはA4
用紙一枚のレポートが課されます。量は少な
いのですが、先生に文章を厳しく添削され、
10回以上書き直したこともあります。また、合
同ゼミ発表会のテーマに犬山城を使ったビジ
ネスプランを考えていたこともあり、ゼミの仲
間と何度も犬山城に遊びに行ったことは楽し
い思い出です。

　私は、大学の講義で初めて会計学の勉強をし

て興味を持ち、3年次のゼミでは再度、基礎から

勉強し直しました。私は、将来は、公認会計士にな

りたいと思っています。そこで、単なる知識の修得

だけではなく、会計学の本質的な考え方につい

ても理解を深め、知識を応用できるようになりた

いと思ったことから、5年一貫教育プログラムへの

応募を考えました。応募にあたっては，高度な内

容の大学院の授業についていけるかという、一

小沢ゼミナール

　土井ゼミでは、自分で考え、議論し、相手を納得させるための訓練を行
います。特に、グローバルに活躍する人材を目指し、英語でのグループディ
スカッションや大学の国際プログラムへの参加を推進しています。例えば、
シンガポール国立大学との連携プログラムでは、受け入れ時のイベント企
画をゼミ生が担当しています。また、海外派遣プログラムにもほぼ全ての
学生が参加し、約半数が海外の協定校へ交換留学を目指しています。

土井ゼミナール

4年  木村友紀さん

　私たち土井ゼミには、国際色豊かで様々な
価値観を持つ仲間が集まっています。そのた
め、普段の何気ない会話やゼミ活動を通じ
て、視野が広がる楽しさと意見の違いを乗り
越えて企画を推進する難しさを感じ、刺激を
受けています。また、研究では興味のあるテー
マを自由に設定することができます。異なる
考えを持つ相手にわかりやすく、納得させら
れるだけの知識、論理性、伝え方を身につけ
なければと日々奮闘しています。 

4年  小川直美さん

経済学研究科
産業経営システム専攻  

M1  加藤 希歩さん

わ た し が 大 学 院 で 学 ぶ 理 由

学士号

経済学部

■ 学部・修士5年一貫教育プログラムの仕組み

抹の不安もありましたが、チャンスを活かして頑張

りたい！という気持ちが勝り、応募を決めました。

　大学院では、全て英語で行われる授業もあり、

戸惑いましたが何とかなりました。また、学部の講

義よりも自分の意見が求められます。「ただ聞く」

というよりは「参加する」という面が強く、面白く感

じました。また、社会人や留学生と交流する機会

も多くあり、視野が広がったと思います。興味のあ

る人は、チャレンジしてみてはどうでしょうか。

修士課程を修了するために
は、演習を含め30単位以上の
修得が必要です。

3年次秋学期までに、全学教育
科目48単位、専門系科目80単
位を取得した場合、４年次に、
10単位を上限に、大学院科目
の先行履修が認められます。

3年

2年

1年

修士号

大学院

前期課程
1年

大学院科目
先行履修

10単位（5科目）まで
4年

徹底した少人数制による専門研究と人格的交流の場

ゼミナールで学ぶ
＋1年で取得するプロフェッショナルへのパスポート

学部・修士5年一貫教育プログラムで学ぶ



　名古屋大学経済学部では、グローバル人材の育成を目指し

て、複数の国際交流プログラムを提供しています。例えば、ドイ

ツ・フライブルク大学への夏期派遣プログラム、ベトナム貿易大

学への派遣プログラム、シンガポール国立大学への派遣プログ

ラムなどがあります。1学年205名の入学定員に対して約40名分

の枠が用意されているため、5人に1人はこれらのプログラムを

利用して海外経験をすることになります。また、これらの派遣プロ

グラムでは、政府や企業、大学や同窓会（キタン会）から資金的な

支援を頂いて、学生の渡航費用を補助しています。

　学生の派遣だけではなく、ベトナムやシンガポールなどの海

外協定大学の学生の受け入れも行っています。日本に来た学生

は、学内で講義を受講するだけでなく、名古屋大学の学生と一

緒に工場見学やグループワークに参加しています。名古屋大学

の学生は、日本に居ながらにして、あるいは、自分が海外派遣プ

ログラムに参加する前に、国内で海外の優秀な学生と触れあ

い、一緒に学ぶことができます。

　さらに、名古屋大学全体としても、世界に100以上の協定大学

をもち、数多くの海外派遣プログラムを提供していますので、学

生は自分の語学レベルや目的に合ったプログラムを選択するこ

とができます。経済学部の派遣プログラムを経験した学生の多

くが、その後、交換留学しています。

　私は2年生の夏休みに経済学部のフライブル
ク大学の研修（約1ヶ月）に初めて参加し、同2月
にCampus ASEANプログラムでタイとシンガ
ポールを訪問しました。その経験を踏まえ、3年生
の秋から1年間は、交換留学でアメリカでに行き
ました。アメリカのシンシナティー大学では、3、4
年生向けのマーケティングの授業に参加しまし
た。ここではグループワークが多く、マーケティン
グ調査や新製品開発等の実践活動をしながら
学ぶということが主流でした。特に新製品開発
の授業では一学期かけてマーケティングを活用

● ベトナム貿易大学への派遣

● シンガポール国立大学への派遣

5

グローバル人材育成プログラムで学ぶ
世界規模でものごとを考え、日本の文化や歴史を世界に発信できる人材を育成 大学全体のプログラムに加え、経済学部独自の海外派遣プログラムも充実

　「グローバル人材」は、世界で通用する、世界規模でものごと

を考えられる人間であると同時に、日本の文化や歴史を認識し

て世界の人々に発信できる人材を意味します。

　名古屋大学経済学部では、グローバル人材の育成を目的とし

て、趣旨に賛同する企業、金融機関、官公庁の協力を得て「グ

ローバル人材育成プログラム」を展開しています。このプログラ

ムでは、マニュファクチャリング（製造）、ファイナンス（金融）、ロ

ジスティクス（流通）各分野における、第一線でご活躍の講師に

よる講義を受け、実社会に触れる機会を提供しています。また、成

績優秀者をタイ・シンガポールへの研修旅行に派遣しています。

現地大学での研究発表や学生交流を行ったり、日系企業の現

地拠点を訪問してグローバル経営の実態を学んだりしています。

三井住友銀行、野村證券、日本政策投資銀行、日本銀行、三井物産、
デンソー、トヨタ自動車、新東工業、富士通、大同特殊鋼、三井化学、
豊田通商、名港海運、DMG森精機、損保ジャパン日本興亜、ブラ
ザー工業、国土交通省、中部電力、日本通運 （順不同）
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海外派遣プログラムで学ぶ

5

経済学部  経営学科

4年  東城 満里菜さん

プ ロ グ ラ ム の 魅 力

しながら新製品をつくるという面白い体験ができま
した。学習意欲が高く様々なバックグラウンドを持つ
アメリカの学生達と共に一つのことを成し遂げて、
最も勉強のやりがいがあった一年間だった思いま
す。また優秀なアメリカ人と接して自分に足りない部
分や今後の課題を見つけられました。フライブルク
研修やCampus ASEANプログラムで色々な人と関
わりや語学力を高めたことで、レベルの高い授業に
おける実践的な活動へスムーズに参加することが
でき、アメリカ留学をより充実したものにできました。

　名古屋大学の近郊にある自動車工場の見学をすることができ、
「Kaizen」や「Kanban」方式を見ることができました。その後、名古
屋大学の学生と一緒に工場の管理や生産方式について議論する
ことができたのは非常に有意義でした。また、シンガポールでの市
場のシェアが50％を超えている飲料メーカーが名古屋発祥である
ことを知り、驚きました。工場見学を行い、そこでマーケティング戦

シンガポール国立大学の学生コメント

略についての説明を聞きました。同じ商品を世界中で提供するの
ではなく、「正しい商品を求められる市場へ」という考え方はとても
興味深く、市場戦略の新しい学びとなりました。これらの工場見学
に行ったとき、日本語の説明文や企業側の解説を名古屋大学の学
生がわかりやすく英語に翻訳してくれて、関連する戦略や課題につ
いて議論することができたのは、とても価値のある経験でした。

2 0 1 6年度協議会委員

　2016年9月、10日間のタイ・シンガポール視察
研修に参加し、日系企業の現地拠点や大学を訪
れました。東南アジアの訪問は今回が初めてだっ
たので、肌に触れる空気や、目にする景色、聞こえ
てくる言葉などすべてが新鮮で、多くの気づきが
ありました。
　訪問先企業では、現地事情の講義、工場見学、
現地社員との交流の場を設けて頂き、海外で働く
イメージが鮮明になり、自分のキャリア形成に役
立つ知見を得ることができました。

　タイ・チュラロンコン大学・シンガポール経営大
学・シンガポール国立大学では、英語でのプレゼ
ンテーションを行い、大きな達成感を得ましたが、
現地の学生が堂々と英語を話し意見を述べる姿
を見て、私たちがグローバル社会で活躍するた
めの英語力の強化が必須であると認識しました。
　これらの経験や共に研修に行った仲間たちを
財産として、グローバルに活躍できる人材になれ
るように、今後も努力し続けたいと思います。

グローバル化に伴う日本の製造企業の経営
課題と対応について、生産現場の基礎知識
を実践的に学びます。

時期：2月頃／日数：10日間／人
数：10名程度／内容：日本企業の
訪問・現地学生とのディスカッション

時期：11月頃／日数：2週間／人
数：20名程度／内容：日本企業の
訪問・研究報告

時期：9月頃／日数：4週間／人数：
10名程度／内容：語学研修・フィー
ルドワーク

グローバルな規模で、必要なものを必要な
時に輸送するための企業の取り組みを実践
的に学びます。

グローバル資本主義経済の根底を支える金
融の概要を学びます。特に、金融市場のメイ
ン・プレーヤーの役割に焦点を当てます。

成績優秀者をタイ・
シンガポール研修旅行へ派遣

● 現地大学で研究発表
● 学生交流
● 日系企業の現地拠点の視察

経済学部  経営学科

4年  宗宮 駿介さん

科目名

マニュファクチャリング
（製造）

ファイナンス
（金融）

ロジスティクス
（物流）

概　要

国際交流

企業派遣の講師による講義
実社会に触れる機会の提供

産官学連携

● フライブルク大学への派遣
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最も勉強のやりがいがあった一年間だった思いま
す。また優秀なアメリカ人と接して自分に足りない部
分や今後の課題を見つけられました。フライブルク
研修やCampus ASEANプログラムで色々な人と関
わりや語学力を高めたことで、レベルの高い授業に
おける実践的な活動へスムーズに参加することが
でき、アメリカ留学をより充実したものにできました。

　名古屋大学の近郊にある自動車工場の見学をすることができ、
「Kaizen」や「Kanban」方式を見ることができました。その後、名古
屋大学の学生と一緒に工場の管理や生産方式について議論する
ことができたのは非常に有意義でした。また、シンガポールでの市
場のシェアが50％を超えている飲料メーカーが名古屋発祥である
ことを知り、驚きました。工場見学を行い、そこでマーケティング戦

シンガポール国立大学の学生コメント

略についての説明を聞きました。同じ商品を世界中で提供するの
ではなく、「正しい商品を求められる市場へ」という考え方はとても
興味深く、市場戦略の新しい学びとなりました。これらの工場見学
に行ったとき、日本語の説明文や企業側の解説を名古屋大学の学
生がわかりやすく英語に翻訳してくれて、関連する戦略や課題につ
いて議論することができたのは、とても価値のある経験でした。

2 0 1 6年度協議会委員

　2016年9月、10日間のタイ・シンガポール視察
研修に参加し、日系企業の現地拠点や大学を訪
れました。東南アジアの訪問は今回が初めてだっ
たので、肌に触れる空気や、目にする景色、聞こえ
てくる言葉などすべてが新鮮で、多くの気づきが
ありました。
　訪問先企業では、現地事情の講義、工場見学、
現地社員との交流の場を設けて頂き、海外で働く
イメージが鮮明になり、自分のキャリア形成に役
立つ知見を得ることができました。

　タイ・チュラロンコン大学・シンガポール経営大
学・シンガポール国立大学では、英語でのプレゼ
ンテーションを行い、大きな達成感を得ましたが、
現地の学生が堂々と英語を話し意見を述べる姿
を見て、私たちがグローバル社会で活躍するた
めの英語力の強化が必須であると認識しました。
　これらの経験や共に研修に行った仲間たちを
財産として、グローバルに活躍できる人材になれ
るように、今後も努力し続けたいと思います。

グローバル化に伴う日本の製造企業の経営
課題と対応について、生産現場の基礎知識
を実践的に学びます。

時期：2月頃／日数：10日間／人
数：10名程度／内容：日本企業の
訪問・現地学生とのディスカッション

時期：11月頃／日数：2週間／人
数：20名程度／内容：日本企業の
訪問・研究報告

時期：9月頃／日数：4週間／人数：
10名程度／内容：語学研修・フィー
ルドワーク

グローバルな規模で、必要なものを必要な
時に輸送するための企業の取り組みを実践
的に学びます。

グローバル資本主義経済の根底を支える金
融の概要を学びます。特に、金融市場のメイ
ン・プレーヤーの役割に焦点を当てます。

成績優秀者をタイ・
シンガポール研修旅行へ派遣

● 現地大学で研究発表
● 学生交流
● 日系企業の現地拠点の視察

経済学部  経営学科

4年  宗宮 駿介さん

科目名

マニュファクチャリング
（製造）

ファイナンス
（金融）

ロジスティクス
（物流）

概　要

国際交流

企業派遣の講師による講義
実社会に触れる機会の提供

産官学連携

● フライブルク大学への派遣



卒業後の進路
就職率だけでなく、それぞれの適性にあった就職を支援

　大学卒業後、さらに深く学ぼうとする人のための教育・研究

のための場が大学院です。大学院は、単に研究者になるためだ

けのものではありません。大学院には２年の前期課程（修士課

程）とその後３年の後期課程（博士課程）があり、前期課程を修

了した時点で企業に就職する道も開かれています。

　大学院では、講義を通じて教科書の内容を学ぶだけでなく、

指導教員の下で、専門書や論文を読み、実地調査やデータの分

析を通じて、学問の本質に迫ります。一方的に知識を教えられる

のではなく、指導教員との双方向の対話を通じて「問う力」「考

える力」「説明する力」を身につけます。また、大学院には留学生

や社会人として大学院に通っている人達がたくさんいます。こう

した多様な人達と触れあい、視野を広げられることも大学院の

魅力です。

　企業に就職する前に、社会を俯瞰的に捉えられるようになり

たい、人とは違う新しい発想をしてみたい、自分の意思決定に

自信を持てるようになりたい、そう思ったら、大学院進学も良い

かもしれません。
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　本学部では、毎年、ほぼ100%の学生が希望通りに就職してお

り、各種調査による、経済・経営・商学系の就職率ランキングで

は、全国１位になっています。就職先は、製造業、サービス業、公

務員まで多岐にわたります。また、毎年15～20名ほどの学生が

公認会計士の資格取得を目指しています。

　本学部では、同窓会であるキタン会と連携して、単に有名企業
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大学院進学

卒業生就職等状況一覧表

業　種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

2

4

2

2

3

4

3

6

1

22

3

2

24

9

5

4

4

1

1

7

7

8

3

24

9

6

20

12

2

3

1

4

4

5

8

3

17

6

4

20

4

3

26年度 27年度 28年度

　私が高校生だったころ、自分が大学院に進
むようになるとは思ってもいませんでした。そ
れではなぜ院にまで進んだのかというと、大
学生のうちに、学問の面白さを感じる機会に
恵まれたからなのです。それまでの私にとっ
て、学問とは勉強の言い換えに過ぎませんで
した。つまり、はじめから答えが決まっている
問題に対して、いかに首尾よく答えられるか
がすべてだと思っていたのです。しかしここで
は、一見正しそうな答えに対して、本当にそれ

でいいのかなと問い直すことができます。いまだ
誰も答えを見つけていない問題を見つけて、そ
れに取り組むこともできます。そして、自分なりの
答えを見つけて、それを伝えることができるので
す。この自由さこそが、勉強に留まらない学問の
面白さだと思います。この学問をする場として、
大学院ほど快適なところはありません。あなたに
も、学問が面白いと感じられる時が来るかもしれ
ません。そのときには、大学院はあなたにとって
魅力的な進路になるはずです。

2016年度卒業・東海テレビ放送

喜多島 一輝さん

　就職活動において大事なことは、様々な業種・
会社の話を聞き、何をしているのか、どのような仕
事があるのかをよく知ることだと思います。ハン
ドボール部の活動やファミレスのバイトに力を入
れる普通の大学生だった私ですが、3年生のとき
に参加した大学主催の業界説明会では新しい発
見ばかりでとても楽しかったことを覚えています。
　私は当初、やりたいことがはっきりとしておら
ず、漠然と就職活動を始めました。ただ人の役に
立ちたい、自分にしかできないことをしたいとい

2015年度卒業・三井住友銀行

島津 秀全さん

農 林 ・ 水 産 業

鉱 業

建 築 業

食 品・た ば こ・飲 料

繊維・衣類・その他の繊維

印 刷 等

化学工業・石油・石炭製品

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品

一 般 機 械 器 具

電気・情報通信・機械器具

電 子 部 品・テ バ イ ス

輸 送 用 機 械 器 具

精 密 機 械 器 具

そ の 他

製

造

業

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業

情 報 通 信 業

運 輸 業

卸 売 業

業　種

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

7

33

13

7

1

2

5

1

7

7

22

14

9

18

4

25

9

3

3

3

1

7

20

12

9

17

3

37

7

3

1

1

4

2

6

25

11

6

17

211 195 182

238 221 205

26年度 27年度 28年度

小 売 業

金 融 業

保 険 業

不 動 産 業

飲 食 店 ・ 宿 泊 業

医 療 ・ 福 祉

教 育 ・ 学 習 支 援 業

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業

国 家 公 務

地 方 公 務

そ の 他

大 学 院 進 学

そ の 他

小 計

計

　名古屋大学駅の一番出口を出てすぐ。大学と
地域とを隔てる門が無い開かれた場所に、経済
学部の学び舎がある。そのような環境だからか、
経済学部には地域社会と共に学び、成長しよう
とする学風が育まれているように感じる。同窓会
組織のキタン会は、卒業生から“仕事”をテーマ
とした話を聞く講義を設けている。大学と地域社
会とを結ぶ象徴的な講義であり、先輩方の仕事
に対する考え方や就職のエピソードは、私の就
職活動にも役立った。またゼミの先生方も、豊富

な人脈を活かして様々な職種の方を紹介してくれ
る。私もゼミの先生より、中小企業経営者の勉強会
のお手伝いを紹介していただいた。学生生活では
あまり出会うことの無い経営者と接する機会を得た
ことは貴重な経験となった。これからの長い社会人
生活においても役立つはずである。経済学部の地
域に開かれた立地と学風を活かして、積極的に学外
の人に会ってみる。そのことが就職活動を行う上で
の力になるはずである。

主な就職先（2016年3月卒業）

写真協力 ： 株式会社 studio es

アイシン・エーアイ、あずさ監査法人、愛知県信用農業協同組合連合会、愛知県庁、アドヴィックス、アビームシステムズ、アマゾンジャパン合同会社、いえらぶ、イオンリテール、伊藤
忠商事、エイチーム、大垣共立銀行、オービック、岡谷鋼機、川崎重工業、監査法人トーマツ、岐阜県警、岐阜市役所、キャノン、グリー 、小牧市役所、コミュニティネットワーク、ジェイテ
クト、滋賀銀行、静岡ガス、静岡銀行、島津製作所、秀英予備校、十六銀行、信越化学工業、新東工業、新日鐵住金、シンプレクス、鈴与、住友商事、住友生命保険、税理士法人創経、
セディナ、双日、損害保険ジャパン日本興亜、ダイコク電気、大正製薬、大和ハウス工業、竹中工務店、田子の浦埠頭、チモロ、中日新聞社、中部管区行政評価局、中部経済産業局、
中部電力、中部薬品、デンソー、電通九州、東海テレビ放送、東海旅客鉄道、東京国税局、東京都庁、東芝機械、東邦ガス、豊田自動織機、トヨタ自動車、トヨタ車体、豊田市役所、トヨ
タホーム、東レ、ナガセ、名古屋銀行、名古屋国税局、名古屋市役所、名古屋鉄道、名古屋入国管理局、西日本電信電話、日本アイ・ビー・エム、日本生命保険、日本特殊陶業、ニート
レックス、ネオレックス、農林中央金庫、ノースショップ、能美市役所、パナソニック、浜松市役所、浜松ホトニクス、百五銀行、ヒルトン東京ベイ、不二越、富士通、ホシザキ、北國銀行、
マキタ、みずほフィナンシャルグループ、三井住友海上火災保険、三井住友銀行、三井住友信託銀行、三菱ケミカル、三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱電機、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモ
ルガン・スタンレー証券、矢作建設工業、ヤマハ発電機、りそなホールディングス、リンクアカデミー、レジェンダ・コーポレーション、労働基準監督署、ワークスアプリケーションズ、ＤＭ
Ｇ森精機、ＪＡ愛知信連、ＪＦＥスチール、JR東海静岡開発、ＪＲ東海高島屋、ＪＴＢ中部、ＪＸエネルギー、ＮＥＣソリューションイノベータ、Ｎｉｔｏｌｅｘ、ＮＴＴデータ、ＮＴＴドコモ、ＳＭＣ　ほか

うぼんやりとした思いがあり、説明会で多くの会社
の話を聞くうちに、そうした様々な会社の経営課題
を解決に導き企業価値向上に貢献できる銀行とい
う職種に興味を持ちました。
　就職活動は、働く会社を決めるというイメージが
強いのですが、これからどのような人生を送りたい
か、将来どのような大人になりたいかをじっくり考え
る機会でもあります。就職活動を通していろいろな
場所に出向くことで、自分の将来像に合致する会社
に出会えると思います。

や人気企業への就職を目指すのではなく、学生ができるだけ幅

広い業種に目を向けて、適性にあった就職先を見つけるための

支援をしています。例えばキャリアデザインについて考える「大学

生のための職業論」を開講したり、東証一部上場企業を中心とし

た60社以上の企業による「キャリア形成講習」の開催、年齢の比

較的近いOBと懇談できる企業見学会を開催するなどしています。

経済学研究科
社会経済システム専攻  

M2  斎藤 誠さん



卒業後の進路
就職率だけでなく、それぞれの適性にあった就職を支援

　大学卒業後、さらに深く学ぼうとする人のための教育・研究

のための場が大学院です。大学院は、単に研究者になるためだ

けのものではありません。大学院には２年の前期課程（修士課

程）とその後３年の後期課程（博士課程）があり、前期課程を修

了した時点で企業に就職する道も開かれています。

　大学院では、講義を通じて教科書の内容を学ぶだけでなく、

指導教員の下で、専門書や論文を読み、実地調査やデータの分

析を通じて、学問の本質に迫ります。一方的に知識を教えられる

のではなく、指導教員との双方向の対話を通じて「問う力」「考

える力」「説明する力」を身につけます。また、大学院には留学生

や社会人として大学院に通っている人達がたくさんいます。こう

した多様な人達と触れあい、視野を広げられることも大学院の

魅力です。

　企業に就職する前に、社会を俯瞰的に捉えられるようになり

たい、人とは違う新しい発想をしてみたい、自分の意思決定に

自信を持てるようになりたい、そう思ったら、大学院進学も良い

かもしれません。
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　本学部では、毎年、ほぼ100%の学生が希望通りに就職してお

り、各種調査による、経済・経営・商学系の就職率ランキングで

は、全国１位になっています。就職先は、製造業、サービス業、公

務員まで多岐にわたります。また、毎年15～20名ほどの学生が

公認会計士の資格取得を目指しています。

　本学部では、同窓会であるキタン会と連携して、単に有名企業
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大学院進学

卒業生就職等状況一覧表

業　種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

2

4

2

2

3

4

3

6

1

22

3

2

24

9

5

4

4

1

1

7

7

8

3

24

9

6

20

12

2

3

1

4

4

5

8

3

17

6

4

20

4

3

26年度 27年度 28年度

　私が高校生だったころ、自分が大学院に進
むようになるとは思ってもいませんでした。そ
れではなぜ院にまで進んだのかというと、大
学生のうちに、学問の面白さを感じる機会に
恵まれたからなのです。それまでの私にとっ
て、学問とは勉強の言い換えに過ぎませんで
した。つまり、はじめから答えが決まっている
問題に対して、いかに首尾よく答えられるか
がすべてだと思っていたのです。しかしここで
は、一見正しそうな答えに対して、本当にそれ

でいいのかなと問い直すことができます。いまだ
誰も答えを見つけていない問題を見つけて、そ
れに取り組むこともできます。そして、自分なりの
答えを見つけて、それを伝えることができるので
す。この自由さこそが、勉強に留まらない学問の
面白さだと思います。この学問をする場として、
大学院ほど快適なところはありません。あなたに
も、学問が面白いと感じられる時が来るかもしれ
ません。そのときには、大学院はあなたにとって
魅力的な進路になるはずです。

2016年度卒業・東海テレビ放送

喜多島 一輝さん

　就職活動において大事なことは、様々な業種・
会社の話を聞き、何をしているのか、どのような仕
事があるのかをよく知ることだと思います。ハン
ドボール部の活動やファミレスのバイトに力を入
れる普通の大学生だった私ですが、3年生のとき
に参加した大学主催の業界説明会では新しい発
見ばかりでとても楽しかったことを覚えています。
　私は当初、やりたいことがはっきりとしておら
ず、漠然と就職活動を始めました。ただ人の役に
立ちたい、自分にしかできないことをしたいとい

2015年度卒業・三井住友銀行

島津 秀全さん

農 林 ・ 水 産 業

鉱 業

建 築 業

食 品・た ば こ・飲 料

繊維・衣類・その他の繊維

印 刷 等

化学工業・石油・石炭製品

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品

一 般 機 械 器 具

電気・情報通信・機械器具

電 子 部 品・テ バ イ ス

輸 送 用 機 械 器 具

精 密 機 械 器 具

そ の 他
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卸 売 業

業　種

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

7

33

13

7

1

2

5

1

7

7

22

14

9

18

4

25

9

3

3

3

1

7

20

12

9

17

3

37

7
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1
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211 195 182

238 221 205

26年度 27年度 28年度

小 売 業

金 融 業

保 険 業

不 動 産 業

飲 食 店 ・ 宿 泊 業

医 療 ・ 福 祉

教 育 ・ 学 習 支 援 業

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業

国 家 公 務

地 方 公 務

そ の 他

大 学 院 進 学

そ の 他

小 計

計

　名古屋大学駅の一番出口を出てすぐ。大学と
地域とを隔てる門が無い開かれた場所に、経済
学部の学び舎がある。そのような環境だからか、
経済学部には地域社会と共に学び、成長しよう
とする学風が育まれているように感じる。同窓会
組織のキタン会は、卒業生から“仕事”をテーマ
とした話を聞く講義を設けている。大学と地域社
会とを結ぶ象徴的な講義であり、先輩方の仕事
に対する考え方や就職のエピソードは、私の就
職活動にも役立った。またゼミの先生方も、豊富

な人脈を活かして様々な職種の方を紹介してくれ
る。私もゼミの先生より、中小企業経営者の勉強会
のお手伝いを紹介していただいた。学生生活では
あまり出会うことの無い経営者と接する機会を得た
ことは貴重な経験となった。これからの長い社会人
生活においても役立つはずである。経済学部の地
域に開かれた立地と学風を活かして、積極的に学外
の人に会ってみる。そのことが就職活動を行う上で
の力になるはずである。

主な就職先（2016年3月卒業）

写真協力 ： 株式会社 studio es

アイシン・エーアイ、あずさ監査法人、愛知県信用農業協同組合連合会、愛知県庁、アドヴィックス、アビームシステムズ、アマゾンジャパン合同会社、いえらぶ、イオンリテール、伊藤
忠商事、エイチーム、大垣共立銀行、オービック、岡谷鋼機、川崎重工業、監査法人トーマツ、岐阜県警、岐阜市役所、キャノン、グリー 、小牧市役所、コミュニティネットワーク、ジェイテ
クト、滋賀銀行、静岡ガス、静岡銀行、島津製作所、秀英予備校、十六銀行、信越化学工業、新東工業、新日鐵住金、シンプレクス、鈴与、住友商事、住友生命保険、税理士法人創経、
セディナ、双日、損害保険ジャパン日本興亜、ダイコク電気、大正製薬、大和ハウス工業、竹中工務店、田子の浦埠頭、チモロ、中日新聞社、中部管区行政評価局、中部経済産業局、
中部電力、中部薬品、デンソー、電通九州、東海テレビ放送、東海旅客鉄道、東京国税局、東京都庁、東芝機械、東邦ガス、豊田自動織機、トヨタ自動車、トヨタ車体、豊田市役所、トヨ
タホーム、東レ、ナガセ、名古屋銀行、名古屋国税局、名古屋市役所、名古屋鉄道、名古屋入国管理局、西日本電信電話、日本アイ・ビー・エム、日本生命保険、日本特殊陶業、ニート
レックス、ネオレックス、農林中央金庫、ノースショップ、能美市役所、パナソニック、浜松市役所、浜松ホトニクス、百五銀行、ヒルトン東京ベイ、不二越、富士通、ホシザキ、北國銀行、
マキタ、みずほフィナンシャルグループ、三井住友海上火災保険、三井住友銀行、三井住友信託銀行、三菱ケミカル、三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱電機、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモ
ルガン・スタンレー証券、矢作建設工業、ヤマハ発電機、りそなホールディングス、リンクアカデミー、レジェンダ・コーポレーション、労働基準監督署、ワークスアプリケーションズ、ＤＭ
Ｇ森精機、ＪＡ愛知信連、ＪＦＥスチール、JR東海静岡開発、ＪＲ東海高島屋、ＪＴＢ中部、ＪＸエネルギー、ＮＥＣソリューションイノベータ、Ｎｉｔｏｌｅｘ、ＮＴＴデータ、ＮＴＴドコモ、ＳＭＣ　ほか

うぼんやりとした思いがあり、説明会で多くの会社
の話を聞くうちに、そうした様々な会社の経営課題
を解決に導き企業価値向上に貢献できる銀行とい
う職種に興味を持ちました。
　就職活動は、働く会社を決めるというイメージが
強いのですが、これからどのような人生を送りたい
か、将来どのような大人になりたいかをじっくり考え
る機会でもあります。就職活動を通していろいろな
場所に出向くことで、自分の将来像に合致する会社
に出会えると思います。

や人気企業への就職を目指すのではなく、学生ができるだけ幅

広い業種に目を向けて、適性にあった就職先を見つけるための

支援をしています。例えばキャリアデザインについて考える「大学

生のための職業論」を開講したり、東証一部上場企業を中心とし

た60社以上の企業による「キャリア形成講習」の開催、年齢の比

較的近いOBと懇談できる企業見学会を開催するなどしています。

経済学研究科
社会経済システム専攻  

M2  斎藤 誠さん



経 済 学 図 書 室

国 際 経 済 政 策 研 究 セ ン タ ー

　名古屋大学経済学部・経済学研究科には「キタン（其湛）会」
という、名古屋高等商業学校（1920年創立）から受け継がれた
同窓会組織があります。その名称は、中国の古典『詩経』「小雅」
篇にある「子孫其湛  其湛曰楽  各奏爾能」（天から幸福を授か
り、子孫がその恵みを享受し、得意の技能を披露している）とい
う子孫繁栄の祝歌から採ったもので、「母校の発展を願ってきた
多くの先輩の志を受け継ぎ、後輩の幸福に寄与する」という意
味があります。全国にいる1万9000人以上の卒業生のために、

北海道、東京、関西にも支部を設けています。また、トヨタグルー
プの「全トヨタキタン会」、名古屋市職員の「丸八キタン会」など、
企業・団体別に同窓会を組織して活動していることもあります。
　キタン会は、卒業生の親睦を深めるだけでなく、経済学部や
経済学研究科に対して各種の支援事業を行ってくれています。
入学時から、在学中、卒業時まで、みなさんの学生生活を財政
面と人的ネットワークの面から支えてくれています。　経済学図書室は、国内外の経済学及び周辺分野の図書、雑

誌、電子ジャーナル、最新のデータベース、電子書籍を揃えてい
ます。　なかでも、EU、OECD、IMF等の国際機関刊行物、アメリ
カ等外国政府刊行物は蔵書の特色の一つです。特にEUについ
ては、イギリス等がECに加盟した1973年以来、経済学図書室は
EU情報センターに指定され、EU公式資料の主たるものはほと
んど受け入れています。
　また、伝統ある経済学、社会思想の古典類についてもよく収
集されており、貴重書室には、1850年以前に刊行された図書が、

革の背をみせて並ん
でいます。中には、ア
ダム・スミスの『国富
論』、マルクスの『資
本論』、ケインズの
『雇用、利子および
貨幣の一般理論』の初版本等もあります。経済学の礎を築いた
り、世界史を動かすもとになった名著が、出版時の雰囲気を今
に伝えています。この他に、「イギリス革命文献コレクション」（イ
ギリス革命に関する17世紀から18世紀の原資料およびその研
究文献）、小川文庫（イギリス経済学とくに重商主義者、古典学
派、リカード派、社会主義派の著作）、徳重文庫（18世紀および
19世紀の西欧社会思想）もあります。
　さらに、希望する図書や雑誌が学内にない場合も、他大学や国
立国会図書館から図書を借用したり、論文のコピーを取り寄せる
ことができるなど、学習・研究に不可欠の図書室となっています。
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附属機関・施設
学部生・院生の学びをフォロー 各界の第一線で活躍する先輩

Facility and Reunion

10

approach 2018

経済学部・経済学研究科同窓会  「キタン会」

　国際経済政策研究センターの起源は、名古屋大学経済学部
の前身である名古屋高等商業学校（1920年創立）に設けられ
た産業調査室です。後に「雁行形態論」で国際的に有名になる
赤松要が、きちんとした実証に基礎づけられた経済の研究をす
るためには、統計データなどを体系的に収集する組織が必要で
あると訴えて、1926年に産業調査室が設置されました。
　これを継承した名古屋大学経済学部・経済学研究科は、今日
まで、着 と々データを集め続けてきました。90年以上にわたって

地道に蓄積された経済統計資料、政府刊行物、企業体資料の
内容は中部地区では抜きんでたもので、たとえ大金をつぎ込ん
でも今からではもう決して作れない貴重な財産となっており、学
内のみならず他大学、地域、海外から利用されています。
　もっとも、今日では単なる資料収集・整理組織ではありませ
ん。1970年代からの度重なる改組によって、研究機関としても着
実に発展してきました。研究・教育の両面で経済学研究科と緊
密に協力しつつ、広い視点から実証的な調査・研究を行ってい
ます。そして、その成果を内外の大学、研究機関をはじめ広く社
会に還元しています。

　名古屋大学には、中央図書館の他に、各学部の図書室があります。経済学図書室は、その蔵書の質と量，閲覧環境等において、名
古屋大学の学部図書室の中でも指折りの図書室です。また、経済学部・経済学研究科には国際経済政策研究センターがあり、各種
の統計データ、産業、企業、労働等に関する資料を入手することができます。

刈谷高から、1970年経済学部卒。
（元）トヨタ自動車・専務、（現）あい
おいニッセイ同和損保・特別顧問

　キタン会は年間を通じて、たくさんのパーティーや交流会
を主催しています。入学時には、２・３年生が新入生のために
企画するウエルカム・パーティーがあります。新入生の９割以
上が参加し、先輩とふれあい、新しい友達もできる楽しい催し
です。6月の名大際、10月のホームカミングデイには、キタン学
生交流会を開催しています。１月には，市内のホテルでニュー
イヤー・パーティーを開催します。大手企業の会長・社長さん
から、各界で活躍する若手OBらが100名ほど参加します。

スゴイ先輩達と親しく話せる、貴重な機会です。そして、卒業
式後には、謝恩会を開催しています。

　キタン会では、短期の海外留学を財政的に支援していま
す。2015年度は、ドイツのフライブルク大学に５名が、ベトナ
ム・ハノイ貿易大学には１８名が、キタン会の支援で短期留
学しました。
　就職活動を支援するためには、企業見学会を開催してい

ます。これまでには、東邦ガス、豊田自動織機、CKD、大同特
殊綱、三菱電機、キリンビールなどを訪問し、工場を見学し
たり、OBと懇談したりしました。また、人気の大手企業60社
以上が参加する「キャリア形成講習」を後援しています。各
社を比較して、自分に適した業界・企業を見つけて下さい。
さらに、各企業に勤める若手の先輩や内定者による就活相
談会を開催しています。先輩だからこそ相談できること、通
常の就職説明会では絶対に出ないOBならではの話なども
聞くことができます。また、個人的に希望する企業のOBをキ
タン会が紹介し、そのOBを訪問し、就活の体験談や職場の
実情などを直接聞くこともできます。 

01

02

パーティー、交流会で
人的ネットワークをつくろう！

学業も就職活動も支援します！

同窓会の仲間が楽しく集う会です！

活 動 内 容

キタン会 会長

鈴木 武
今年も名古屋大学経済学部に多くの新入生を迎え、われわれOBも大変嬉しく思い
ます。皆さん、希望に胸膨らませ、これからの学生生活をエンジョイしてください。キ
タン会は、皆さんが充実した学生生活を送れるよう支援いたします。卒業後はキタニ
アンとしての誇りを持って多くの同窓生とともに活躍いただけることを期待します。
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り、子孫がその恵みを享受し、得意の技能を披露している）とい
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北海道、東京、関西にも支部を設けています。また、トヨタグルー
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ます。　なかでも、EU、OECD、IMF等の国際機関刊行物、アメリ
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ては、イギリス等がECに加盟した1973年以来、経済学図書室は
EU情報センターに指定され、EU公式資料の主たるものはほと
んど受け入れています。
　また、伝統ある経済学、社会思想の古典類についてもよく収
集されており、貴重書室には、1850年以前に刊行された図書が、

革の背をみせて並ん
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ダム・スミスの『国富
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り、世界史を動かすもとになった名著が、出版時の雰囲気を今
に伝えています。この他に、「イギリス革命文献コレクション」（イ
ギリス革命に関する17世紀から18世紀の原資料およびその研
究文献）、小川文庫（イギリス経済学とくに重商主義者、古典学
派、リカード派、社会主義派の著作）、徳重文庫（18世紀および
19世紀の西欧社会思想）もあります。
　さらに、希望する図書や雑誌が学内にない場合も、他大学や国
立国会図書館から図書を借用したり、論文のコピーを取り寄せる
ことができるなど、学習・研究に不可欠の図書室となっています。
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経済学部・経済学研究科同窓会  「キタン会」

　国際経済政策研究センターの起源は、名古屋大学経済学部
の前身である名古屋高等商業学校（1920年創立）に設けられ
た産業調査室です。後に「雁行形態論」で国際的に有名になる
赤松要が、きちんとした実証に基礎づけられた経済の研究をす
るためには、統計データなどを体系的に収集する組織が必要で
あると訴えて、1926年に産業調査室が設置されました。
　これを継承した名古屋大学経済学部・経済学研究科は、今日
まで、着 と々データを集め続けてきました。90年以上にわたって

地道に蓄積された経済統計資料、政府刊行物、企業体資料の
内容は中部地区では抜きんでたもので、たとえ大金をつぎ込ん
でも今からではもう決して作れない貴重な財産となっており、学
内のみならず他大学、地域、海外から利用されています。
　もっとも、今日では単なる資料収集・整理組織ではありませ
ん。1970年代からの度重なる改組によって、研究機関としても着
実に発展してきました。研究・教育の両面で経済学研究科と緊
密に協力しつつ、広い視点から実証的な調査・研究を行ってい
ます。そして、その成果を内外の大学、研究機関をはじめ広く社
会に還元しています。

　名古屋大学には、中央図書館の他に、各学部の図書室があります。経済学図書室は、その蔵書の質と量，閲覧環境等において、名
古屋大学の学部図書室の中でも指折りの図書室です。また、経済学部・経済学研究科には国際経済政策研究センターがあり、各種
の統計データ、産業、企業、労働等に関する資料を入手することができます。

刈谷高から、1970年経済学部卒。
（元）トヨタ自動車・専務、（現）あい
おいニッセイ同和損保・特別顧問

　キタン会は年間を通じて、たくさんのパーティーや交流会
を主催しています。入学時には、２・３年生が新入生のために
企画するウエルカム・パーティーがあります。新入生の９割以
上が参加し、先輩とふれあい、新しい友達もできる楽しい催し
です。6月の名大際、10月のホームカミングデイには、キタン学
生交流会を開催しています。１月には，市内のホテルでニュー
イヤー・パーティーを開催します。大手企業の会長・社長さん
から、各界で活躍する若手OBらが100名ほど参加します。

スゴイ先輩達と親しく話せる、貴重な機会です。そして、卒業
式後には、謝恩会を開催しています。

　キタン会では、短期の海外留学を財政的に支援していま
す。2015年度は、ドイツのフライブルク大学に５名が、ベトナ
ム・ハノイ貿易大学には１８名が、キタン会の支援で短期留
学しました。
　就職活動を支援するためには、企業見学会を開催してい

ます。これまでには、東邦ガス、豊田自動織機、CKD、大同特
殊綱、三菱電機、キリンビールなどを訪問し、工場を見学し
たり、OBと懇談したりしました。また、人気の大手企業60社
以上が参加する「キャリア形成講習」を後援しています。各
社を比較して、自分に適した業界・企業を見つけて下さい。
さらに、各企業に勤める若手の先輩や内定者による就活相
談会を開催しています。先輩だからこそ相談できること、通
常の就職説明会では絶対に出ないOBならではの話なども
聞くことができます。また、個人的に希望する企業のOBをキ
タン会が紹介し、そのOBを訪問し、就活の体験談や職場の
実情などを直接聞くこともできます。 

01

02

パーティー、交流会で
人的ネットワークをつくろう！

学業も就職活動も支援します！

同窓会の仲間が楽しく集う会です！

活 動 内 容

キタン会 会長

鈴木 武
今年も名古屋大学経済学部に多くの新入生を迎え、われわれOBも大変嬉しく思い
ます。皆さん、希望に胸膨らませ、これからの学生生活をエンジョイしてください。キ
タン会は、皆さんが充実した学生生活を送れるよう支援いたします。卒業後はキタニ
アンとしての誇りを持って多くの同窓生とともに活躍いただけることを期待します。



【 問い合わせ先 】　名古屋大学文系教務課（経済G）　TEL. 052-789-2357　FAX. 052-789-4921 写真協力 ： 株式会社 studio es

1. 出願資格
大学を卒業した者及び出願年度の3月31日までに卒業見込みの者
2. 募集人員
○社会経済システム専攻  30名　○産業経営システム専攻  14名
3. 選抜の方法
（1）第一次試験（学科試験）
（2）第二次試験（口述試験）〈第一次試験合格者のみ〉
※英語能力については、TOEFL-iBT / TOEIC / IELTSの成績通知書
によって評価します。

1. 出願資格
大学を卒業した後，通算して満３年以上の社会経験を有する社会人
2. 募集人員
10名程度
3. 選抜の方法
（1）第一次試験（学科試験）
（2）第二次試験（口述試験）〈第一次試験合格者のみ〉
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社
会
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学
院
生

と
し
て
学
ぶ
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他
学
部
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卒
業
し
て

経
済
・
経
営
を
学
ぶ

4
大
学
院
修
了
後
の
進
路

■ 

前
期
課
程

■ 

後
期
課
程

　
経
済
学
や
経
営
学
の
面
白
さ
は
、二
十
歳

前
後
の
実
社
会
を
知
ら
な
い
若
者
に
は
分
か

り
に
く
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。職
に
就
い
て
、

世
の
中
や
組
織
の
仕
組
み
を
知
る
と
、経
済

学
や
経
営
学
の
面
白
さ
も
分
か
り
、興
味
が

湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
も

う
一
度
勉
強
し
て
み
た
い
」「
も
う
少
し
勉
強

し
て
み
た
い
」「
あ
の
と
き
聞
い
た
話
を
も
う

一
度
聞
き
た
い
」そ
ん
な
社
会
人
の
要
請
に

応
え
る
た
め
に
、私
た
ち
が
大
学
院
の
社
会 

人
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
た
の

は
、1
9
9
6
年
の
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、

当
時
は
、土
日
・
夜
間
の
授
業
は
少
な
く
、授

業
内
容
は
旧
態
依
然
と
し
て
お
り
、社
会
人

学
生
の
期
待
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。私
た
ち
は
、様
々
な
制

約
が
あ
る
中
で
、長
く
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー

ス
の
立
ち
上
げ
か
ら
2
0
年
目
を
迎
え
る

2
0
1
6
年
、も
う
一
度
、社
会
の
要
請
に
応

え
ら
れ
る
大
学
院
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。土
曜
日
集
中
講
義
と

夜
間
講
義
、実
務
経
験
者
を
講
師
に
迎
え
た

講
義
を
増
や
し
、必
ず
し
も
昼
間
の
講
義
を

受
講
し
な
く
て
も
修
了
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。ま
た
、名
古
屋
市
立
大
学
の
経
済
学

研
究
科
、名
城
大
学
の
経
営
学
研
究
科
と
単

位
互
換
協
定
を
結
び
、こ
れ
ら
の
大
学
院
の

授
業
科
目
を
相
互
履
修
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。社
会
人
が
、実
務
に
お
け
る
問
題
や

経
験
を
持
ち
寄
っ
て
集
い
、

実
務
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
が

切
磋
琢
磨
し
合
え
る
、そ
ん

な
学
び
の
場
を

提
供
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
院
修
了
後
は
、専
門
知
識
を
活
か
し

た
職
業
に
就
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。前

期
課
程
を
修
了
し
て
就
職
す
る
場
合
に
は
、

金
融
機
関
、監
査
法
人
、あ
る
い
は
官
公
庁
へ

の
就
職
が
目
立
ち
ま
す
。後
期
課
程
を
修
了

し
て
就
職
す
る
場
合
に
は
、大
学
な
ど
の
研

究
職
に
就
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

大 学 院 入 試 情 報

2年次春学期

2年次秋学期

1年次秋学期

経
済
学
研
究
科

産
業
経
営
シ
ス
テ
ム
専
攻

M
2  

服
部 

裕
輔 

さ
ん

　
私
は
2
0
1
3
年
に
コ
ン
サ
ル
ティ

ン
グ
と
シ
ス
テ
ム
開
発
を
主
力
事
業

と
す
る
会
社
を
設
立
し
、共
同
経
営

者
ら
と
と
も
に
自
社
グ
ル
ー
プ
の
経

営
を
行
い
つ
つ
、自
ら
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
経
営
課

題
解
決
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、仕
事
で
必
要
な
知
識
は

そ
の
都
度
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、経
験
則
を

頼
り
に
何
と
か
乗
り
切
っ
て
き
ま
し

た
が
、会
社
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、よ

り
高
い
次
元
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
た
め
に
は
、自
身
の
レ
ベル
を

も
う
一
段
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
大
学
院
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　
大
学
院
で
は
、こ
れ
ま
で
の
偏
っ
た

知
識
を
整
理
し
、経
営
全
般
に
関
す

る
知
識
を
体
系
的
か
つ
理
論
的
に
習

得
し
て
い
ま
す
。現
在
は「
人
と
組
織

の
マ
ッ
チ
ン
グ
手
法
、最
適
チ
ー
ム
編

成
の
研
究
」を
テ
ー
マ
に
修
士
論
文

を
執
筆
し
て
い
ま
す
。高
度
で
専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
教
授
陣
や
、

様
々
な
バッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
他

の
社
会
人
院
生
と
の
出
会
い
は
、仕

事
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、人
生
を

豊
か
に
す
る
上
で
も
大
き
な
財
産
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
経
済
学
・
経
営
学
は
、法
学
、数
学
、工
学
、

政
治
学
、倫
理
学
、心
理
学
、統
計
学
、物
理
学

な
ど
、他
の
学
問
分
野
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は
、様
々
な

領
域
融
合
型
の
大
学
院
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、経
済
学
・
経
営
学
は
、ま
さ
に
文
理
融

合・領
域
融
合
の
学
問
で
あ
り
、そ
の
成
功
事

例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。今
で
は
、確
立
さ
れ

た
一
つ
の
学
問
分
野
で
あ
る
こ
と
に
誰
も
疑

い
を
持
ち
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、経
済
学・経
営
学
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、今
後
も
ま
だ
ま
だ
他
分
野
の
知

識
が
必
要
で
す
。他
の
学
部
で
培
っ
た
専
門
的

知
識
は
経
済
学
研
究
科
で
も
活
か
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
本
研
究
科
は
、経
済
学
部
以
外
の
学
部
を

卒
業
し
た
人
も
広
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、理
学
部
、法
学
部
、文
学
部
、

工
学
部
な
ど
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。ま
た
、研
究
科
の
教
員
に
も
、経
済
学

部
以
外
の
学
部
を
卒
業
し
た
教
員
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。こ
う
し
た
仲
間
や
教
員
と
日
常

的
に
関
わ
る
こ
と
で
、専
門
的
知
識
だ
け
で

な
く
、異
分
野
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
可
能
に
す
る
、幅
広
い
教
養
や
知
識
、論

理
的
思
考
力
を
自
然
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
、 十
六
銀
行
、 名
古

屋
銀
行
、 桑
名
市
役
所
、 三
井
ホ
ー

ム
、三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
、 

三

菱
重
工
業
、 

名
古
屋
市
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
、 

住
友
不
動

産
販
売
、 

中
京
テ
レ
ビ
放
送
、 

中
日

本
高
速
道
路
、 

あ
ず
さ
監
査
法
人
、 

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
、 

岡
村
製
作

所
、 中
部
国
際
空
港　
ほ
か

宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
、 

南
山

大
学
、 

東
北
学
院
大
学
、三
重
県

庁
、 

高
崎
経
済
大
学
、 
名
古
屋
大

学
、 

日
本
学
術
振
興
会　
ほ
か

社会経済システム専攻

産業経営システム専攻

一般入試専　攻

Ａ類（ミクロ・マクロ経済学関係）
Ｂ類（政治経済学・経済史関係）
Ｃ類（経済政策関係）

Ｄ類（経営学関係）
Ｅ類（会計学関係）

Ｆ類（経済・経営事情関係）

社会人一般コース

出願書類受付期間（一般入試・社会人一般コース共通）
第1次募集 → 8月中旬頃　第2次募集 → 1月上旬頃

博士前期課程一般入試 博士前期課程社会人一般コース

働きながら大学院に通う場合の科目履修例

各類ごとに2題が出題され
る。受験者は、自分の申請し
た専攻の中から少なくとも1
題を選択し、合計2題を選択
する。

各類ごとに2題が出題され
る。全体の中から類を問わ
ず2題選択する。

 

 

 

 

 

  

 

 

 

1年次春学期

理 

論

 ×
 

実 

践

他
分
野

 ×
 

経
済
学

製品開発マネ
ジメント（通年） 演習

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

製品開発マネ
ジメント（通年） 演習

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

IIマネジメント

アカウンティング 演習II

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

Iマネジメント

1限
8:45-10:15

2限
10:30-12:00

3限
13:00-14:30

4限
14:45-16:15

5限
16:30-18:00

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

アカウンティング 演習I
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と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
院
修
了
後
は
、専
門
知
識
を
活
か
し

た
職
業
に
就
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。前

期
課
程
を
修
了
し
て
就
職
す
る
場
合
に
は
、

金
融
機
関
、監
査
法
人
、あ
る
い
は
官
公
庁
へ

の
就
職
が
目
立
ち
ま
す
。後
期
課
程
を
修
了

し
て
就
職
す
る
場
合
に
は
、大
学
な
ど
の
研

究
職
に
就
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

大 学 院 入 試 情 報

2年次春学期

2年次秋学期

1年次秋学期

経
済
学
研
究
科

産
業
経
営
シ
ス
テ
ム
専
攻

M
2  

服
部 

裕
輔 

さ
ん

　
私
は
2
0
1
3
年
に
コ
ン
サ
ル
ティ

ン
グ
と
シ
ス
テ
ム
開
発
を
主
力
事
業

と
す
る
会
社
を
設
立
し
、共
同
経
営

者
ら
と
と
も
に
自
社
グ
ル
ー
プ
の
経

営
を
行
い
つ
つ
、自
ら
も
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
経
営
課

題
解
決
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、仕
事
で
必
要
な
知
識
は

そ
の
都
度
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、経
験
則
を

頼
り
に
何
と
か
乗
り
切
っ
て
き
ま
し

た
が
、会
社
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、よ

り
高
い
次
元
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
た
め
に
は
、自
身
の
レ
ベル
を

も
う
一
段
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
大
学
院
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　
大
学
院
で
は
、こ
れ
ま
で
の
偏
っ
た

知
識
を
整
理
し
、経
営
全
般
に
関
す

る
知
識
を
体
系
的
か
つ
理
論
的
に
習

得
し
て
い
ま
す
。現
在
は「
人
と
組
織

の
マ
ッ
チ
ン
グ
手
法
、最
適
チ
ー
ム
編

成
の
研
究
」を
テ
ー
マ
に
修
士
論
文

を
執
筆
し
て
い
ま
す
。高
度
で
専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
教
授
陣
や
、

様
々
な
バッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
他

の
社
会
人
院
生
と
の
出
会
い
は
、仕

事
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、人
生
を

豊
か
に
す
る
上
で
も
大
き
な
財
産
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
経
済
学
・
経
営
学
は
、法
学
、数
学
、工
学
、

政
治
学
、倫
理
学
、心
理
学
、統
計
学
、物
理
学

な
ど
、他
の
学
問
分
野
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。最
近
で
は
、様
々
な

領
域
融
合
型
の
大
学
院
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、経
済
学
・
経
営
学
は
、ま
さ
に
文
理
融

合・領
域
融
合
の
学
問
で
あ
り
、そ
の
成
功
事

例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。今
で
は
、確
立
さ
れ

た
一
つ
の
学
問
分
野
で
あ
る
こ
と
に
誰
も
疑

い
を
持
ち
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、経
済
学・経
営
学
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、今
後
も
ま
だ
ま
だ
他
分
野
の
知

識
が
必
要
で
す
。他
の
学
部
で
培
っ
た
専
門
的

知
識
は
経
済
学
研
究
科
で
も
活
か
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
本
研
究
科
は
、経
済
学
部
以
外
の
学
部
を

卒
業
し
た
人
も
広
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
、理
学
部
、法
学
部
、文
学
部
、

工
学
部
な
ど
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。ま
た
、研
究
科
の
教
員
に
も
、経
済
学

部
以
外
の
学
部
を
卒
業
し
た
教
員
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。こ
う
し
た
仲
間
や
教
員
と
日
常

的
に
関
わ
る
こ
と
で
、専
門
的
知
識
だ
け
で

な
く
、異
分
野
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
可
能
に
す
る
、幅
広
い
教
養
や
知
識
、論

理
的
思
考
力
を
自
然
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
、 十
六
銀
行
、 名
古

屋
銀
行
、 桑
名
市
役
所
、 三
井
ホ
ー

ム
、三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
、 

三

菱
重
工
業
、 

名
古
屋
市
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
、 

住
友
不
動

産
販
売
、 

中
京
テ
レ
ビ
放
送
、 

中
日

本
高
速
道
路
、 

あ
ず
さ
監
査
法
人
、 

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
、 

岡
村
製
作

所
、 中
部
国
際
空
港　
ほ
か

宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
、 

南
山

大
学
、 

東
北
学
院
大
学
、三
重
県

庁
、 

高
崎
経
済
大
学
、 

名
古
屋
大

学
、 

日
本
学
術
振
興
会　
ほ
か

社会経済システム専攻

産業経営システム専攻

一般入試専　攻

Ａ類（ミクロ・マクロ経済学関係）
Ｂ類（政治経済学・経済史関係）
Ｃ類（経済政策関係）

Ｄ類（経営学関係）
Ｅ類（会計学関係）

Ｆ類（経済・経営事情関係）

社会人一般コース

出願書類受付期間（一般入試・社会人一般コース共通）
第1次募集 → 8月中旬頃　第2次募集 → 1月上旬頃

博士前期課程一般入試 博士前期課程社会人一般コース

働きながら大学院に通う場合の科目履修例

各類ごとに2題が出題され
る。受験者は、自分の申請し
た専攻の中から少なくとも1
題を選択し、合計2題を選択
する。

各類ごとに2題が出題され
る。全体の中から類を問わ
ず2題選択する。

 

 

 

 

 

  

 

 

 

1年次春学期

理 

論

 ×
 

実 

践

他
分
野

 ×
 

経
済
学

製品開発マネ
ジメント（通年） 演習

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

製品開発マネ
ジメント（通年） 演習

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

IIマネジメント

アカウンティング 演習II

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

Iマネジメント

1限
8:45-10:15

2限
10:30-12:00

3限
13:00-14:30

4限
14:45-16:15

5限
16:30-18:00

6限
18:15-19:45

7限
20:00-21:30

アカウンティング 演習I



※修了のためには、前期課程では演習を含め30単位（15科目）、後期課程では演習を含め20単位（10科目）を履修が標準必要です。
※本研究科では、レギュラーで開講される基礎科目・専門科目以外に、課題設定型講義、課題設定型ワークショップとして、その時々
のニーズに合わせた科目や最先端の研究に触れる機会を提供しています。

分野

理
論
・
政
策

課題設定型講義・ワークショップ

ミクロ・マクロ経済分析 ： 理論と実証

社会経済研究

経済体制と企業経営
Introductory Accounting（英語）
財務会計実務
ものづくり会計学
現代経営論
モノづくり経営論
人事管理
Profitability Analysis（英語）
Japanese Human Resource Management（英語）
知財戦略
企業の海外戦略
製品開発マネジメント
Corporate Finance（英語）
Introduction to Global Management（英語）

　
「
創
統
の
鐘
」は
、名
古
屋
大
学
経
済
学
部
の
前
身
で
あ
る
名
古
屋
高

等
商
業
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
其
湛
塔
の
塔
頂
に

あ
っ
て
、二
十
有
余
年
に
亘
り
授
業
の
開
始
と
終
了
を
告
げ
た
時
鐘
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
妙
音
は
近
隣
の
市
民
に
も
愛
さ
れ
ま
し
た
が
、太
平
洋
戦
争
の
深

刻
化
と
と
も
に
、塔
は
取
り
壊
さ
れ
鉄
材
と
し
て
供
出
さ
れ
ま
し
た
。幸
い

「
創
統
の
鐘
」は
難
を
逃
れ
、名
古
屋
大
学
経
済
学
部
に
継
承
さ
れ
、今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鐘
銘
は
初
代
校
長
渡
辺
龍
聖
氏
の
撰
に
な
る
も
の
で
、出
典
は
孟
子
・

二
巻
の「
君
子
創
業
垂
統
、為
可
繼
也
＝
君
子
は
業
を
創
め
統
を
垂
れ
、

継
ぐ
べ
き
こ
と
を
為
さ
ん
の
み
」（
君
子
は
の
ち
に
発
展
す
る
事
業
の
基
礎

を
築
き
、そ
の
事
業
を
子
孫
に
伝
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
）に
あ
り
ま

す
。先
人
の
志
を
後
輩
が
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
る
、こ
の「
創
統
の
精
神
」

が
鐘
の
音
と
と
も
に
永
遠
に
本
学
に
伝
え
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

制
度
・
歴
史

経
営
・
会
計

基礎科目 専門科目

上級価格理論Ⅰ・ⅠⅠ
上級所得理論Ⅰ・ⅠⅠ
上級計量経済Ⅰ・ⅠⅠ
上級数理経済Ⅰ・ⅠⅠ
価格理論Ⅰ・ⅠⅠ
所得理論Ⅰ・ⅠⅠ
エコノメトリクスⅠ・ⅠⅠ

上級政治経済学Ⅰ
上級経済史Ⅰ
上級経済学史Ⅰ

上級経営Ⅰ・ⅠⅠ
上級会計Ⅰ・ⅠⅠ
マネジメントⅠ・ⅠⅠ
アカウンティングⅠ・ⅠⅠ

国際経済A・B
公共経済A・B
経済政策A・B
農業経済A・B
労働経済A・B
産業組織A・B
財政A・B
金融A・B

現代資本主義A・B
経済学史A・B
社会思想史A・B
日本経済史A・B
西洋経済史A・B

経営労務A・B
ファイナンスA・B
生産管理A・B
マーケティングA・B
経営組織A・B
経営戦略A・B
財務会計A・B
管理会計A・B
監査A・B
経営分析A・B
国際会計A・B
経営情報A・B

2

Policy and Curriculum1  >

1

approach 2018

理
論 ×

 

実
践 ×

 

倫
理

1
問
う
力
・
考
え
る
力
・
説
明
す
る
力

双
方
向
の
対
話
を
通
じ
て
鍛
え
る

　

経
済
学
・
経
営
学
の
特
徴
は
そ
の
総
合

性
に
あ
り
ま
す
。経
済
学・経
営
学
は
、第
一

義
的
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
り
、経
済
社
会

を
対
象
と
す
る
ディ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
、普

遍
的
に
成
立
す
る
抽
象
的
な
理
論
や
モ
デ

ル
を
志
向
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
、先
行
研

究
を
踏
ま
え
て
自
身
の
仮
説
を
提
示
し
、

資
料
や
デ
ー
タ
を
集
め
て
仮
説
の
成
否
を

検
証
す
る
と
い
う
手
続
き
が
繰
り
返
さ
れ

ま
す
。他
方
で
、経
済
学・経
営
学
は
実
学
で

も
あ
り
ま
す
。わ
れ
わ
れ
は
家
計
、企
業
、

政
府
、そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
経
済
主
体
の
提

起
す
る
課
題
に
対
し
、適
切
な
解
答
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
求

め
ら
れ
る
も
の
は
、科
学
的
に
確
証
さ
れ

普
遍
的
に
成
立
す
る
理
論
に
留
ま
ら
ず
、

日
本
で
あ
れ
、ア
ジ
ア
で
あ
れ
、当
該
個
別

社
会
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
一
般
的
知
見

や
経
験
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。さ
ら

に
、人
々
の
厚
生
の
向
上
、経
済
社
会
的
正

義
の
実
現
を
目
指
す
過
程
に
お
い
て
は
、

人
文
学
的
叡
智
に
裏
付
け
ら
れ
た
倫
理
的

価
値
判
断
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
経
済
学
・
経
営
学
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の

要
素
の
結
び
つ
き
は
不
可
分
で
す
。他
の
社

会
科
学
分
野
で
も
、同
じ
よ
う
な
理
論・実

践
・
倫
理
の
三
要
素
の
交
絡
は
あ
る
で

し
ょ
う
。し
か
し
、経
済
学
・
経
営
学
ほ
ど

の
緊
張
関
係
に
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、管
理
さ
れ
た
実
験
が
可
能
な
自
然

科
学
で
は
理
学
と
工
学
は
分
離
可
能
で

あ
り
、倫
理
的
な
価
値
判
断
も
あ
る
程
度

は
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
制
度
化
し
て
埋

め
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。近
年
は
専
門

分
化
が
進
み
、と
も
す
れ
ば
視
野
狭
窄
に

陥
り
が
ち
で
す
が
、私
た
ち
は
、こ
の
経
済

学・経
営
学
に
固
有
の
不
可
分
性・総
合
性

を
常
に
意
識
し
て
、研
究
と
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

大学院の開講科目例（2017年度）

　
大
学
院
に
お
け
る
学
修
は
、講
義
科
目

を
履
修
し
て
単
位
を
取
得
す
る
、あ
る
い

は
、本
や
論
文
を
読
ん
で
た
く
さ
ん
の
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
中
心
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。む
し
ろ
、指
導
教
員
と
の
双
方

向
の
対
話
を
通
じ
て
、研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
考
え
、修
士
論
文
・
博
士
論
文
を
執
筆

す
る
こ
と
が
中
心
で
す
。論
文
作
成
の
一

般
的
な
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

　

多
く
の
場
合
、研
究
の
テ
ー
マ
は
指
導

教
員
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、学
生
自
ら
が
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
、「
ど

ん
な
問
題
を
解
決
す
れ
ば
、我
々
の『
知
』

が
一
歩
前
進
す
る
の
か
」を
考
え
ま
す
。つ

ま
り
、ま
ず
は「
解
」で
は
な
く「
問
い
」を

発
す
る
力
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
問
い
」が
決
ま
っ
た
ら
は
じ
め
て

「
解
」を
探
し
ま
す
。し
か
し
、実
は「
問
い
」

を
探
す
過
程
に
お
い
て「
解
」の
見
当
は
つ

い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。た
だ
し
、

そ
れ
が
間
違
い
で
な
い
こ
と
を
、丹
念
な

論
証
と
実
証
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
確
認

し
ま
す
。「
解
」に
辿
り
着
い
た
ら
、そ
れ
を

論
文
に
ま
と
め
ま
す
。論
文
で
は
、自
分
の

発
し
た「
問
い
」が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
、ど
の
よ
う
な
手
順
で「
解
」に
辿
り
着

こ
う
と
す
る
の
か
、そ
し
て
、ど
の
よ
う
な

「
解
」が
導
か
れ
る
の
か
を
、順
序
よ
く
説

明
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、価
値
あ
る「
問
い
を
発
す
る

力
」、科
学
的
な
方
法
で「
考
え
る
力
」、論

理
的
に「
説
明
す
る
力
」を
身
に
つ
け
ま
す
。

 

「
創
統
の
鐘
」の
由
来



※修了のためには、前期課程では演習を含め30単位（15科目）、後期課程では演習を含め20単位（10科目）を履修が標準必要です。
※本研究科では、レギュラーで開講される基礎科目・専門科目以外に、課題設定型講義、課題設定型ワークショップとして、その時々
のニーズに合わせた科目や最先端の研究に触れる機会を提供しています。

分野

理
論
・
政
策

課題設定型講義・ワークショップ

ミクロ・マクロ経済分析 ： 理論と実証

社会経済研究

経済体制と企業経営
Introductory Accounting（英語）
財務会計実務
ものづくり会計学
現代経営論
モノづくり経営論
人事管理
Profitability Analysis（英語）
Japanese Human Resource Management（英語）
知財戦略
企業の海外戦略
製品開発マネジメント
Corporate Finance（英語）
Introduction to Global Management（英語）

　
「
創
統
の
鐘
」は
、名
古
屋
大
学
経
済
学
部
の
前
身
で
あ
る
名
古
屋
高

等
商
業
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
其
湛
塔
の
塔
頂
に

あ
っ
て
、二
十
有
余
年
に
亘
り
授
業
の
開
始
と
終
了
を
告
げ
た
時
鐘
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
妙
音
は
近
隣
の
市
民
に
も
愛
さ
れ
ま
し
た
が
、太
平
洋
戦
争
の
深

刻
化
と
と
も
に
、塔
は
取
り
壊
さ
れ
鉄
材
と
し
て
供
出
さ
れ
ま
し
た
。幸
い

「
創
統
の
鐘
」は
難
を
逃
れ
、名
古
屋
大
学
経
済
学
部
に
継
承
さ
れ
、今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鐘
銘
は
初
代
校
長
渡
辺
龍
聖
氏
の
撰
に
な
る
も
の
で
、出
典
は
孟
子
・

二
巻
の「
君
子
創
業
垂
統
、為
可
繼
也
＝
君
子
は
業
を
創
め
統
を
垂
れ
、

継
ぐ
べ
き
こ
と
を
為
さ
ん
の
み
」（
君
子
は
の
ち
に
発
展
す
る
事
業
の
基
礎

を
築
き
、そ
の
事
業
を
子
孫
に
伝
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
）に
あ
り
ま

す
。先
人
の
志
を
後
輩
が
受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
る
、こ
の「
創
統
の
精
神
」

が
鐘
の
音
と
と
も
に
永
遠
に
本
学
に
伝
え
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

制
度
・
歴
史

経
営
・
会
計

基礎科目 専門科目

上級価格理論Ⅰ・ⅠⅠ
上級所得理論Ⅰ・ⅠⅠ
上級計量経済Ⅰ・ⅠⅠ
上級数理経済Ⅰ・ⅠⅠ
価格理論Ⅰ・ⅠⅠ
所得理論Ⅰ・ⅠⅠ
エコノメトリクスⅠ・ⅠⅠ

上級政治経済学Ⅰ
上級経済史Ⅰ
上級経済学史Ⅰ

上級経営Ⅰ・ⅠⅠ
上級会計Ⅰ・ⅠⅠ
マネジメントⅠ・ⅠⅠ
アカウンティングⅠ・ⅠⅠ

国際経済A・B
公共経済A・B
経済政策A・B
農業経済A・B
労働経済A・B
産業組織A・B
財政A・B
金融A・B

現代資本主義A・B
経済学史A・B
社会思想史A・B
日本経済史A・B
西洋経済史A・B

経営労務A・B
ファイナンスA・B
生産管理A・B
マーケティングA・B
経営組織A・B
経営戦略A・B
財務会計A・B
管理会計A・B
監査A・B
経営分析A・B
国際会計A・B
経営情報A・B

2

Policy and Curriculum1  >

1

approach 2018

理
論 ×

 

実
践 ×

 

倫
理

1
問
う
力
・
考
え
る
力
・
説
明
す
る
力

双
方
向
の
対
話
を
通
じ
て
鍛
え
る

　

経
済
学
・
経
営
学
の
特
徴
は
そ
の
総
合

性
に
あ
り
ま
す
。経
済
学・経
営
学
は
、第
一

義
的
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ
り
、経
済
社
会

を
対
象
と
す
る
ディ
シ
プ
リ
ン
と
し
て
、普

遍
的
に
成
立
す
る
抽
象
的
な
理
論
や
モ
デ

ル
を
志
向
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
、先
行
研

究
を
踏
ま
え
て
自
身
の
仮
説
を
提
示
し
、

資
料
や
デ
ー
タ
を
集
め
て
仮
説
の
成
否
を

検
証
す
る
と
い
う
手
続
き
が
繰
り
返
さ
れ

ま
す
。他
方
で
、経
済
学・経
営
学
は
実
学
で

も
あ
り
ま
す
。わ
れ
わ
れ
は
家
計
、企
業
、

政
府
、そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
経
済
主
体
の
提

起
す
る
課
題
に
対
し
、適
切
な
解
答
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
求

め
ら
れ
る
も
の
は
、科
学
的
に
確
証
さ
れ

普
遍
的
に
成
立
す
る
理
論
に
留
ま
ら
ず
、

日
本
で
あ
れ
、ア
ジ
ア
で
あ
れ
、当
該
個
別

社
会
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
一
般
的
知
見

や
経
験
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。さ
ら

に
、人
々
の
厚
生
の
向
上
、経
済
社
会
的
正

義
の
実
現
を
目
指
す
過
程
に
お
い
て
は
、

人
文
学
的
叡
智
に
裏
付
け
ら
れ
た
倫
理
的

価
値
判
断
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
経
済
学
・
経
営
学
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の

要
素
の
結
び
つ
き
は
不
可
分
で
す
。他
の
社

会
科
学
分
野
で
も
、同
じ
よ
う
な
理
論・実

践
・
倫
理
の
三
要
素
の
交
絡
は
あ
る
で

し
ょ
う
。し
か
し
、経
済
学
・
経
営
学
ほ
ど

の
緊
張
関
係
に
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、管
理
さ
れ
た
実
験
が
可
能
な
自
然

科
学
で
は
理
学
と
工
学
は
分
離
可
能
で

あ
り
、倫
理
的
な
価
値
判
断
も
あ
る
程
度

は
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
制
度
化
し
て
埋

め
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。近
年
は
専
門

分
化
が
進
み
、と
も
す
れ
ば
視
野
狭
窄
に

陥
り
が
ち
で
す
が
、私
た
ち
は
、こ
の
経
済

学・経
営
学
に
固
有
の
不
可
分
性・総
合
性

を
常
に
意
識
し
て
、研
究
と
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

大学院の開講科目例（2017年度）

　
大
学
院
に
お
け
る
学
修
は
、講
義
科
目

を
履
修
し
て
単
位
を
取
得
す
る
、あ
る
い

は
、本
や
論
文
を
読
ん
で
た
く
さ
ん
の
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
中
心
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。む
し
ろ
、指
導
教
員
と
の
双
方

向
の
対
話
を
通
じ
て
、研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
考
え
、修
士
論
文
・
博
士
論
文
を
執
筆

す
る
こ
と
が
中
心
で
す
。論
文
作
成
の
一

般
的
な
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
。

　

多
く
の
場
合
、研
究
の
テ
ー
マ
は
指
導

教
員
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、学
生
自
ら
が
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、ま
ず
、「
ど

ん
な
問
題
を
解
決
す
れ
ば
、我
々
の『
知
』

が
一
歩
前
進
す
る
の
か
」を
考
え
ま
す
。つ

ま
り
、ま
ず
は「
解
」で
は
な
く「
問
い
」を

発
す
る
力
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
問
い
」が
決
ま
っ
た
ら
は
じ
め
て

「
解
」を
探
し
ま
す
。し
か
し
、実
は「
問
い
」

を
探
す
過
程
に
お
い
て「
解
」の
見
当
は
つ

い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。た
だ
し
、

そ
れ
が
間
違
い
で
な
い
こ
と
を
、丹
念
な

論
証
と
実
証
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
確
認

し
ま
す
。「
解
」に
辿
り
着
い
た
ら
、そ
れ
を

論
文
に
ま
と
め
ま
す
。論
文
で
は
、自
分
の

発
し
た「
問
い
」が
い
か
に
重
要
で
あ
る

か
、ど
の
よ
う
な
手
順
で「
解
」に
辿
り
着

こ
う
と
す
る
の
か
、そ
し
て
、ど
の
よ
う
な

「
解
」が
導
か
れ
る
の
か
を
、順
序
よ
く
説

明
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、価
値
あ
る「
問
い
を
発
す
る

力
」、科
学
的
な
方
法
で「
考
え
る
力
」、論

理
的
に「
説
明
す
る
力
」を
身
に
つ
け
ま
す
。

 

「
創
統
の
鐘
」の
由
来



2018

経済学へのアプローチ
名古屋大学経済学部 案内

2018

経
済
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

名
古
屋
大
学
経
済
学
研
究
科 

案
内
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